
派遣報告書 
2023.4.24 

報告者：谷山　広樹 

1）大会名　第77回南九州四県対抗バスケットボール選手権大会 

2）期　日　令和5年4月22日（土）・ 23日（日） 

3）会　場　山鹿市カルチャースポーツセンター（山鹿市熊入町416）：男子会場 
　　　　　  鹿本体育館（山鹿市鹿本町来民722）：女子会場 

4）派遣者　上山　正智、山中　萌衣、石谷　祐貴、大村谷　菜々、坂之上　拓也、日高　煌我 
　　　　　  谷山　広樹 

5）担当試合 
　　【22日】男子 
 ①  九州学院（熊本１）　ー　延岡学園（宮崎１） 
　　　　　CC：上山　正智（鹿児島）　U1：野田　宏樹（熊本）　U2：谷山　広樹 
 ②  延岡学園（宮崎１）　ー　別府溝部（大分１） 
　　　　　CC：井元　誠（熊本）　U1：野田　宏樹（熊本）　U2：谷山　広樹 
　　【23日】女子 
 ③  熊本国府（熊本２）　ー　明豊（大分２） 
　　　　　CC：谷山　広樹　U1：石谷　祐貴（鹿児島）　U2：本間　翔大郎（宮崎） 
６）ゲーム 
　　　①  九州学院（熊本１）　ー　延岡学園（宮崎１） 
 私自身のプライマリーでの取りこぼしが多く、助けてもらうことが多かった。その中で、 
 2Q507 谷山L、野田C、上山T。延岡学園４のドライブからCサイド45度へのパスアウト 
 し、クイックショットでショットが成功し、Cサイドハイポストから延岡学園の留学生が 
 リバウンドに飛び込んできた場面。留学生のコンタクトに目は当たっていたが、ローテー 
 ションを考えていて、下がりながら飛込みを確認していた。明らかに異質なコンタクトと 
 感じていた。動きながらであったとしても遅れてでもコールするべき場面でした。 



 ②  延岡学園（宮崎１）　ー　別府溝部（大分１） 
 PGCでは、お互いの留学生のところ注意しつつ、明らかなものを取りこぼさないようにし 
 ていこうと打ち合わせしてゲームに入った。1試合目と比べ、自分のエリアでの現象を捉え 
 ることができていた。２Qと３Qに両チームの留学生がダンクに行きリングが壊れて途中で 
 ゲームが中止になるという珍しい終わり方となった。 

 ③  熊本国府（熊本２）　ー　明豊（大分２） 
 ゲームの入りでのテンポセットをクルーで判定できたと思いました。お互いにインサイド 
 を使ってくることが多く、ローテーションを積極的にしていこうとゲーム中に確認してい 
 くことができて良かったと思いました。反省としては、4Q351 谷山C。国府6のインサイ 
 ドでのポジションを取ってパスが入った場面。高い位置で見ていたらコンタクトが見えて 
 いたかのと思いました。 

7）感想 
　　今回は久々に県外派遣をさせていただき、各県の審判員の方々、大会関係者の皆様、チーム 
　関係者の方々に大変お世話になりました。県外の審判員の方々とコミュニケーションを取らせ 
　ていただいたことで、多くの刺激や学びを得ることができました。 
　　個人的には迷惑をかけてしまった派遣となってしまい、日頃の活動の取り組みの姿勢を見直 
　す機会となりました。今回の派遣で学んだことを県内の大会で活かし表現できるよう努力して 
　いきます。 
　派遣いただきました鹿児島県バスケットボール協会をはじめ、原田審判長、並びに関係者の 
　方々に深くお礼申し上げます。ありがとうございました。 

　以上、ご報告とさせていただきます。


